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平
成
二
十
二
年
六
月
十
三
日
、
三
井
ガ

ー
デ
ン
Ｈ
柏
に
お
い
て
第
八
回
柏
地
域
支
部

総
会
が
会
員
三
十
九
名
の
ほ
か
、
大
学
か
ら

校
友
課
長
高
村
淳
様
、
西
部
支
部
長
猪
瀬

主
税
様
、
近
隣
地
域
支
部
長
様
の
御
臨
席

を
頂
き
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
事
業
・会
計

報
告
、
今
年
度
事
業
計
画
・予
算
案
が
原
案

通
り
承
認
さ
れ
、
役
員
選
出
も
提
案
通
り

全
役
員
が
再
任
決
定
致
し
ま
し
た
。 

終
了
後
、
長
年
母
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
る

か
た
わ
ら
、
山
岳
部
長
を
務
め
ら
れ
、
現
在

校
友
会
流
山
地
域
支
部
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
小
畴
尚
名
誉
教
授
よ
り
「
明
大
山
岳

部
の
軌
跡
」と
題
す
る
プ
ロ
ジ
ェク
タ
ー
を
用
い

た
講
演
を
頂
き
、
植
村
直
己
は
じ
め
数
多
く

の
優
れ
た
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
輩
出
し
た
明
大

山
岳
部
の
業
績
と
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
御

講
話
頂
き
ま
し
た
。 

続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
若
い

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
の
贅
沢
な
雰
囲
気
の

中
で
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

           

                           

平
成
二
十
二
年
五
月
九
日
、
浦
安
ブ
ラ

イ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
、
明
治
大
学
校
友
会
千

葉
県
西
部
支
部
公
開
講
演
会
・第
七
回
総

会
・懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
、
公
開
講
演
会
で
は
、
理
工
学
部

教
授
、
校
友
会
会
長
で
あ
る
向
殿
政
男
様

を
お
招
き
し
て
「我
が
国
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト

研
究
の
最
前
線
」
と
題
す
る
大
変
興
味
深
い

お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

第
２
部
、
総
会
で
は
大
学
常
勤
理
事 

日

高
憲
三
様
、
校
友
会
副
会
長 

鈴
木
銀
治
郎

様
、
浦
安
市
長 

松
崎
秀
樹
様
、
千
葉
県
東

部
支
部
長 

椎
名
茂
樹
様
に
ご
臨
席
頂
き
、

西
部
支
部
会
員
一
六
〇
人
（柏
地
域
支
部

十
五
名
）が
出
席
し
て
議
事
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
部
、
懇
親
会
で
は
各
地
域
支
部
の
紹

介
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
の
歓

談
に
よ
り
、
地
域
支
部
間
の
親
交
を
深
め
た

の
ち
、
校
歌
斉
唱
と
エ
ー
ル
に
よ
り
盛
大
に

終
了
し
ま
し
た
。 

  

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
四
日
、
柏
駅

西
口
の
麗
宮
飯
店
に
お
い
て
、
恒
例
の
柏
地

域
支
部
「新
春
の
集
い
」が
開
か
れ
、
三
十
二

名
の
校
友
が
集
い
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
、
歓
談
を
通
じ
て
会
員
間

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

              

P1：弟八回柏地域支部総会、千葉県西部支部総会、新春の集い P3：明早ラクビー観戦記(吾郷春男) 、私と第九(勝俣清三) 
P2：我が国農業の原点考察（柳内隆平）、私が子供だった頃(加茂治男)  P4：定期ゴルフ大会報告、役員の改選、イベントのお知らせほか 
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昭
和
十
六
年
に
東
條
英
機
内
閣
が
成
立

し
て
以
降
、
日
本
の
軍
事
色
が
濃
厚
に
な

り
、
農
業
政
策
に
も
波
及
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
米
生
産
農
家
に
対
す
る
強
権
発

動
に
よ
る
、
再
生
産
に
必
要
な
農
家
の
自

家
消
費
保
有
米
を
認
め
な
い
供
出
制
度
で

す
。
我
が
柳
内
家
で
も
そ
の
年
の
七
月
頃

に
な
る
と
保
有
米
が
底
を
つ
き
、
二
毛
作

と
い
っ
て
秋
口
に
米
作
を
収
穫
し
て
か
ら
、

次
の
田
植
え
ま
で
の
間
に
収
穫
す
る
大
麦

と
小
麦
で
、
何
と
か
食
い
繋
い
だ
も
の
で

す
。（
勿
論
そ
の
間
の
畑
作
と
し
て
六
月
下

旬
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
サ
ト
イ
モ
等
で
食

膳
を
飾
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。）
政
府
の

供
出
米
割
当
制
度
は
、
我
が
国
の
食
料
不

足
が
緩
和
す
る
ま
で
、
強
弱
の
差
は
あ
り

ま
し
た
が
、
戦
後
長
い
こ
と
続
い
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。 

戦
後
大
型
農
業
機
械
が
開
発
さ
れ
る
ま

で
、
一
般
農
家
の
農
繁
期
の
労
働
力
不
足

を
、
ど
の
様
に
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
、
そ
の
知
恵
と
し
て
の
日
本
農
業
の
原

点
を
考
察
す
る
必
要
あ
り
と
思
い
ま
す
。

一
言
で
話
す
な
ら
、
集
落
農
家
間
の
「
互

助
の
精
神
」
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
互

助
の
精
神
」
は
江
戸
時
代
か
ら
存
在
す
る

「
結
い
」
と
呼
ば
れ
る
慣
習
で
、
茅
葺
屋

根
の
葺
き
替
え
作
業
、
田
植
え
作
業
な
ど
、

時
期
を
外
せ
ず
多
く
の
人
手
を
要
す
る
場

合
に
、
村
人
ど
う
し
が
無
報
酬
で
助
け
合

う
も
の
で
す
。
こ
の
慣
習
の
お
陰
で
、
家

族
だ
け
で
は
困
難
な
作
業
を
消
化
で
き
た

も
の
と
確
信
し
ま
す
。 

                  

話
題
は
前
後
し
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
前
後
の
我
が
国
の
敗
戦
関
連

の
体
験
を
抜
き
に
し
て
、
こ
の
話
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
八
月
十
五
日
早

朝
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
当
日
昼
十
二
時
か

ら
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
が
あ
る
の
で
、

全
国
民
が
拝
聴
す
る
よ
う
に
と
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
親
父
の
勘
で
、
多

分
戦
争
終
結
の
話
で
は
な
い
か
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
十
二
時
に
家
族
揃
っ
て
拝
聴

し
ま
し
た
。
昨
十
四
日
、
日
本
は
連
合
国

の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
無
条
件
で
受
諾
し
た
、

と
い
う
戦
争
終
結
の
話
で
し
た
。
八
月
六

日
に
は
広
島
に
、
九
日
に
は
長
崎
に
新
型

爆
弾
が
落
と
さ
れ
、
被
爆
地
に
は
七
十
二

年
間
草
木
が
生
え
ぬ
と
の
朝
日
新
聞
の
報

道
が
あ
り
、
親
父
も
こ
れ
以
上
の
戦
争
継

続
は
無
理
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
様
子

で
し
た
。 

自
分
は
小
学
四
年
生
で
し
た
が
、
大
変

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

前
年
の
晩
秋
に
は
小
学
生
全
員
で
部
落
内

の
水
田
で
落
ち
穂
を
拾
い
、
終
戦
の
年
の

夏
休
み
の
宿
題
は
、
夏
休
み
中
に
ワ
ラ
ビ
、

ゼ
ン
マ
イ
等
の
食
用
山
菜
を
乾
燥
し
て
、

一
人
一
貫
目
（
四
キ
ロ
）
程
度
学
校
に
持

参
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。（
果
た
し

て
自
分
が
ど
の
程
度
持
参
し
た
か
、
記
憶

が
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。） 

現
在
、
し
み
じ
み
と
当
時
の
記
憶
を
辿

り
ま
す
と
、
こ
の
様
な
状
況
で
は
到
底
戦

争
に
勝
て
る
道
理
が
な
か
っ
た
と
、
自
分

な
り
に
懐
古
し
て
い
る
次
第
で
す
。 

昭
和
三
十
五
年
法
卒 

柳
内
隆
平 

       

六
〇
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

三
年
前
の
春
に
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
封
書
が
、

私
に
届
い
た
。
開
け
る
と
、
絵
が
三
枚
と

作
文
、
そ
れ
か
ら
小
学
校
の
先
生
か
ら
の

手
紙
が
入
っ
て
い
た
。（
疎
開
先
の
小
学
校
、

福
井
県
武
生
東
小
学
校
、
昭
和
二
十
三
、

二
十
四
年
）
先
生
（
八
十
四
歳
）
の
手
紙

で
は
、「
古
い
宝
物
の
箱
を
開
け
た
ら
、
懐

か
し
い
皆
さ
ん
の
作
品
が
あ
り
、
あ
の
頃

を
思
い
出
し
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
し

た
。」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
よ
く
見
る
と
私

の
子
供
だ
っ
た
頃
（
小
学
三
・
四
年
）、
画

い
た
絵
と
作
文
で
あ
る
。 

                           
昭和37年商卒 

加茂治男 

 

私
が
子
供
だ
っ
た
こ
ろ
（
二
） 

昭和35年法卒 

柳内隆平 

我
が
国
農
業
の
原
点
考
察(

二) 

秀峰「日野山」。武生(府中)は紫式部の父親が赴任し訪

れた越前の国府があったところ、紫式部は日野山を観

て読んだ歌がある 
先生から届いた 60 年前の作品 

筆者が耕したジャガイモ畑（2010年5月撮影） 
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思
わ
ず
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
戦
後
の

混
乱
し
て
い
た
時
代
に
、
よ
く
こ
ん
な
絵

が
画
け
た
な
ー
と
感
心
し
、
ど
う
し
て
先

生
が
こ
れ
ら
を
大
切
に
持
っ
て
い
て
下
さ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
の
同
級
生
に
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
の
全
員
（
所
在
の

わ
か
る
人
）
に
作
品
を
送
ら
れ
た
よ
う
だ
。 

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
六
十
年
ぶ
り
に

ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ
れ
（
武
生
に
て
）、
参

加
し
た
。
涙
、
涙
の
再
会
、
先
生
も
元
気

で
、
昔
の
新
米
先
生
の
ま
ま
、
当
時
食
べ

る
こ
と
に
精
一
杯
の
時
代
に
、
子
供
た
ち

に
飴
玉
を
一
つ
ず
つ
与
え
、
近
く
の
野
山

で
と
も
に
楽
し
く
遊
び
学
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
す
。 

戦
後
教
育
が
混
沌
と
し
て
い
た
時
代
、

一
生
懸
命
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
け
を
考
え
、

心
豊
か
に
接
し
て
く
れ
た
先
生
の
お
陰
で
、

優
し
さ
と
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
様
な
気

が
す
る
。
小
学
校
の
先
生
に
よ
っ
て
、
人

格
形
成
が
成
る
と
い
う
の
は
私
に
は
当
た

っ
て
い
る
。 

い
ま
、
教
育
と
は
何
か
を
も
う
一
度
考

え
た
い
。 昭

和
三
十
七
年
商
卒 

加
茂
治
男 

       

昨
年
十
二
月
六
日
、
宇
都
宮
柏
地
域
支

部
長
と
信
濃
町
駅
で
待
ち
合
わ
せ
た
。
十

四
時
試
合
開
始
と
い
う
の
に
、
十
二
時
二

十
分
改
札
口
周
辺
は
明
早
戦
応
援
と
お
ぼ

し
き
待
ち
合
わ
せ
グ
ル
ー
プ
で
混
雑
し
て

い
た
。
そ
の
中
に
若
干
見
覚
え
の
あ
る
顔

が
あ
っ
た
。
帰
路
宇
都
宮
先
輩
に
確
か
め

た
と
こ
ろ
、
流
山
支
部
の
校
友
で
十
一
名

集
ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。 

神
宮
外
苑
の
歩
道
は
長
蛇
の
列
、
そ
の

流
れ
に
従
っ
て
我
々
二
人
も
十
分
後
、
国

立
競
技
場
へ
た
ど
り
着
い
た
。
電
光
掲
示

板
が
対
面
に
見
え
る
明
治
側
の
高
い
席
に

陣
取
っ
た
。
円
形
階
段
応
援
席
か
ら
振
ら

れ
る
旗
は
欲
目
か
ら
か
明
治
紫
紺
の
方
が

多
く
、
心
強
か
っ
た
。
両
校
応
援
団
が
ロ

イ
ヤ
ル
ス
タ
ン
ド
前
に
整
列
、
エ
ー
ル
の

交
換
が
始
ま
っ
た
。
伝
統
の
一
戦
の
緊
張

の
雰
囲
気
が
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が
っ

て
き
た
。
早
稲
田
は
明
治
に
勝
て
ば
対
抗

戦
優
勝
、
明
治
は
既
に
三
敗
で
五
位
。
然

し
明
早
戦
勝
敗
の
行
方
は
勝
率
で
は
計
れ

な
い
。
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
気
迫
で
ぶ
つ

か
る
故
北
島
忠
治
総
監
督
の
「
前
へ
」
が

ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
る
か
。
北
島
明
治
魂

を
ど
の
程
度
、
吉
田
義
人
新
監
督
が
明
治

ラ
グ
ビ
ー
に
浸
透
さ
せ
つ
つ
あ
る
か
。
興

味
津
津
で
試
合
開
始
を
待
っ
た
。 

期
待
に
違
わ
ず
、
開
始
早
々
か
ら
、
明

治
の
出
足
は
鋭
く
、
低
い
タ
ッ
ク
ル
で
早

稲
田
の
前
進
を
く
い
止
め
て
行
く
。
早
い

モ
ー
ル
攻
撃
を
見
せ
て
三
十
米
突
破
、
先

制
ト
ラ
イ
。
三
万
人
超
の
ス
タ
ン
ド
が
沸

き
、
旗
が
激
し
く
揺
れ
た
。
往
年
の
気
迫

の
明
治
ラ
グ
ビ
ー
の
一
端
を
み
せ
て
く
れ

た
。
歓
喜
。
勢
い
に
乗
っ
て
明
治
は
バ
ッ

ク
展
開
、
二
個
目
の
ト
ラ
イ
・
ゴ
ー
ル
。

前
半
は
早
稲
田
を
ノ
ー
ト
ラ
イ
一
四
対
三

で
制
し
感
慨
一
入
。 

                  

後
半
、
相
手
の
選
手
交
代
か
ら
パ
ス
展

開
を
許
し
逆
転
さ
れ
た
。
明
治
は
残
り
五

分
間
で
逆
転
に
転
じ
、
あ
わ
よ
く
ば
再
逆

転
の
ト
ラ
イ
か
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
ゴ
ー
ル

で
も
一
点
差
で
勝
利
と
期
待
し
た
が
、
ロ

ス
タ
イ
ム
で
不
運
の
ス
ロ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
、

万
事
休
し
て
二
点
差
で
敗
れ
た
。
あ
と
一

歩
ま
で
相
手
を
追
い
詰
め
た
明
治
の
闘
志

に
感
動
し
た
。
敗
戦
に
も
屈
辱
感
で
は
な

く
、
爽
快
感
さ
え
覚
え
た
。
隣
席
で
終
始

紳
士
的
態
度
で
応
援
さ
れ
た
宇
都
宮
先
輩

も
同
じ
感
慨
だ
っ
た
と
思
う
。
来
年
は
柏

支
部
か
ら
も
、
も
っ
と
多
く
の
応
援
団
を

仕
立
て
、
よ
ろ
こ
び
を
共
有
で
き
た
ら
、

す
ば
ら
し
い
の
だ
が
と
思
い
つ
つ
校
歌
の

こ
だ
ま
す
る
競
技
場
を
後
に
し
た
。 

昭
和
三
十
三
年
政
経
卒 

吾
郷
春
男 

       

私
の
住
ん
で
い
る
柏
市
豊
四
季
は
流
山

市
と
の
境
で
、
新
聞
や
広
告
な
ど
で
毎
日

流
山
市
の
情
報
が
入
っ
て
来
ま
す
。
あ
れ

は
三
年
前
の
夏
広
報
な
が
れ
や
ま
に
「
市

民
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
歌
い
ま
せ

ん
か
？
」
と
い
う
募
集
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
柏
市
民
で
し
た
が
、
迷
わ
ず
応

募
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
の
十
二
月
の

演
奏
会
の
為
に
、
第
九
の
初
心
者
は
も
と

よ
り
歌
を
あ
ま
り
歌
っ
た
こ
と
の
な
い
人

の
為
に
六
月
か
ら
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
週
日
曜
日
に
流
山
の
市
民
公
民
館
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
練
習
を
し
、

ま
た
流
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
二
ー
と
も
合
わ

せ
、
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
べ
ー
ト
ー
ベ

ン
の
第
九
を
流
山
で
演
奏
す
る
の
は
十
五

年
振
り
、
今
回
は
流
山
の
市
制
四
十
周
年

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
流
山
の
市
民
文
化
会

館
で
十
二
月
の
土
日
の
二
日
間
で
演
奏
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
学
生
時
代
に
音
楽
に
親
し
み
、
中

学
、
高
校
で
は
吹
奏
楽
、
ま
た
大
学
で
は

約
三
ヶ
月
間
フ
ロ
イ
デ
と
い
う
混
声
合
唱

団
に
入
り
歌
を
歌
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

私

と

第

九 

昭和55年商卒 

勝俣清三 

明
早
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
記 

 

国立競技場を埋め尽くした明治の応援風景 

昭和33年政経卒 

吾郷春男 
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た
が
、
会
社
勤
め
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し

た
の
で
、
音
楽
と
は
約
三
十
年
以
上
も
付

き
合
い
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
演
奏
会
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
音
楽
活
動
を
再
開
し
、
ま
た
第
九
と

い
う
大
曲
を
歌
い
上
げ
た
い
と
思
い
参
加

し
ま
し
た
。 

毎
週
日
曜
日
の
練
習
は
き
つ
い
な
が
ら

快
い
も
の
で
し
た
。
男
声
パ
ー
ト
練
習
、

そ
の
後
混
声
の
練
習
、
十
一
月
が
近
づ
い

て
き
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
同
練
習
。
あ

っ
と
言
う
間
の
半
年
で
し
た
。 

                 

演
奏
会
は
土
曜
と
日
曜
の
二
日
間
に
渡

っ
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
男
性
は
土
日
と

も
参
加
し
、
女
性
は
参
加
者
の
関
係
で
ど

ち
ら
か
の
日
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
流

山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
二
ー
と
流
山
第
九
合
唱 

団
が
一
体
と
な
っ
て
演
奏
し
、
ま
た
ド
イ

ツ
語
の
歌
詞
も
覚
え
て
思
い
き
り
歌
い
ま

し
た
。
あ
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
の
演
奏
会
で
流
山
市
民
や
柏
及
び

東
葛
飾
地
区
で
合
唱
を
し
て
い
る
方
や
は

じ
め
て
歌
う
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
合
唱
団
は
そ
の
演
奏

会
後
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
、

流
山
の
合
唱
団
に
入
り
現
在
も
歌
を
続
け

て
お
り
、
昨
年
の
十
一
月
の
千
代
田
区
第

九
演
奏
会
や
今
年
二
月
の
五
千
人
国
技
館

第
九
で
も
演
奏
を
し
ま
し
た
。
今
年
の
暮

も
ど
こ
か
の
演
奏
会
に
参
加
し
て
歌
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。 

昭
和
五
十
五
年
商
卒 

勝
俣
清
三 

 

 

平
成
二
十
二
年
六
月
九
日
（
水
）
に
紫

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
あ
や
め
コ
ー
ス
に

お
い
て
第
四
回
柏
・
流
山
地
域
支
部
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
二
十
名
（
柏
十
二
名
、
流
山
八
名
）
猪

瀬
千
葉
県
西
部
支
部
長
も
参
加
さ
れ
、
前

半
多
少
の
雨
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
日
中

曇
り
空
で
暑
く
も
な
く
、
林
間
コ
ー
ス
の

新
緑
の
も
と
で
和
気
藹
々
、
ま
た
真
剣
に

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝
者
は
光

崎
親
一
氏
（
流
山
）
準
優
勝
者
は
防
護
武

氏
（
流
山
）
三
位
は
佐
藤
雅
昭
氏
（
流
山
）

と
な
り
、
今
回
は
流
山
地
域
支
部
の
強
豪

が
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。 

次
回
は
柏
地
域
支
部
が
幹
事
と
な
り
十

月
に
開
催
の
予
定
で
す
。
是
非
と
も
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

              

 

総
会
に
お
い
て
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
が
審
議
さ
れ
、
地
域
支
部
長
・
副

支
部
長
・
監
査
委
員
・
幹
事
長
は
以
下
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
支
部
長 

昭
２
８
商 

宇
都
宮
幸
正 

同
副
支
部
長 

昭
２
９
政 

萩
原
功 

同
副
支
部
長 

昭
２
９
商 

山
内
勇
（
新
） 

同
副
支
部
長 

昭
３
１
経 

山
澤
冶
明 

同
副
支
部
長 

昭
４
４
経 

坂
巻
真
一 

監
査
委
員 

 

昭
３
０
政 

渡
邊
福
次
郎 

監
査
委
員 

 

昭
４
２
法 

佐
々
木
利
夫 

幹
事
長 

 
 

昭
３
７
商 

加
茂
治
男 

 

 

●
明
治
大
学
全
国
校
友
山
形
大
会 

九
月
四
日(

土)
前
夜
祭 

九
月
五
日(

日)

本
大
会 

於 

山
形
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

出
席
御
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。 

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

十
月
十
七
日
に
本
校
で
開
催
し
ま
す
。 

今
年
は
昭
和
三
十
五
年
、
四
十
五
年
、

五
十
五
年
、
平
成
二
年
、
平
成
十
二
年

卒
の
方
が
招
待
の
対
象
で
す
。 

●
ゴ
ル
フ
大
会 

次
回
は
十
月
開
催
予
定
で
す
。 

詳
細
は
加
茂
幹
事
長
ま
で 

●
講
談
観
賞
会 

寶
井
講
談
修
羅
場
塾
第
五
十
二
回
公

演
、
十
二
月
五
日(

日)

、
お
江
戸
日
本
橋

亭
、
本
会
会
員
の
佐
々
木
利
夫
（
琴
山
）

さ
ん
が
出
演
予
定
で
す
。 

●
合
唱
鑑
賞
会 

第
２
回
白
い
う
た
青
い
う
た
フ
ェ
ス
チ

バ
ルin

の
だ
、
十
二
月
十
八
日(

土)

野

田
市
文
化
会
館
、
本
会
会
員
の
勝
俣
清

三
さ
ん
も
歌
う
予
定
で
す
。 

●
新
春
の
集
い 

来
年
一
月
二
十
三
日(

日
）
午
後
一
時 

於 

麗
宮
飯
店
（
柏
駅
西
口
）（
予
定
） 

            

定
期
ゴ
ル
フ
大
会
報
告 

役

員

の

改

選 

イ
べ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

訃 

報 

平
成
二
十
二
年
一
月
六
日
、
昭
和
三
十

八
年
卒
本
会
幹
事
、
菊
地
康
隆
様
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
一
月
十
三
日
、
昭
和
二

十
六
年
卒
本
会
会
員
、
成
嶋
二
四
様
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
、
昭
和

四
十
年
卒
本
会
幹
事
、
国
方
浩
二
様
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

第４回柏・流山支部ゴルフ大会 （６月９日） 

２００７年１２月１６日、流山市文化会館 


